
 

 

 

 

 

平成２９年１１月吉日  

黒島町民の皆様へ 

黒島小・中学校のあり方検討委員会  

会  長   大 村  靖    

 

今回は、９月６日に実施した第９回あり方検討委員会の様子についてお知

らせします。 

 

１ 第９回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」 

第９回「黒島小・中学校のあり方検討委員会」を開催しましたので、以下

のとおりお知らせします。 

１ 日 時  平成２９年９月６日（水）１９：００～２１：００ 

 

２ 場 所  黒島小・中学校校長室 

 

３ 参加者  濱田・牧野・大村・松﨑・山内・古里・惣田・髙田・木下・

山﨑・戸田 

 

４ 協議事項 

（１）新校章について 

〇プロのデザイナーである竹原さんに修正を依頼している。 

〇修正された３つの案から一つ次回この委員会で選出する。 

（２）新校名の投票に係る選出について 

〇新校名が決定した。校名の発案者から１名と、投票者から１名の抽選

を行い、お礼を渡すこととしていた。その抽選を実施した。 

（３）新校舎の門柱について 

〇市教委総務課から提供された図面を見ながら説明。（門柱ではなく、

門扉である） 

〇市教委総務課担当によれば、御影石の石柱を入れて扉をつけるのは難

しいとのことだった。 



 

 

〇もう一つの案としては、体育館の南側に通用口があることが予想され

る。もし可能であれば、ここに設置する。 

〇校内の奥では、もし TAKAHIROに校名を揮毫してもらった場合、観

光客が入ってきて、安全管理上望ましくないため、門柱は観光客が入

ってこない表側に設置する。 

〇門柱を門扉の外側に入れるといいのでは。外側なら門扉の開閉のため

に門柱は加工しなくてよい。門扉と調和がとれないのではないか。 

〇第１希望、門扉の外側に、門柱をそれぞれ入れる。第２希望、体育館

南側に通用口があるなら、体育館入るところ（通用口）に置く。 

（４）愛称名 

〇あくまで情報提供。小佐々小・楠栖小・小佐々中３つで一つの「海光

る町学園」となっている。 

〇投票したときは、２番目に多かったのは、黒島はまゆう学園。 

〇愛称名は「黒島はまゆう学園」とする。 

〇その理由としては、愛称名の必要性がある。市中体連や小学校体育大

会で学校名を言われるとき困るということ。 

〇門柱も、起草者が書いてある方の表面が削ってあるのに何も書いてい

ない方に正式名称を書く。もう片方に黒島中学校と彫ってある方の裏

を削って愛称名を削って入れるというのがいいのではないか。 

〇門扉の銘板は、正式名称を書く。 

〇名札については、子どもへの意識づけとして、愛称名がよい。 

〇校旗は、正式名称を入れる。 

〇使い分けが課題であるが、愛称名の説明を子どもたちができることが

大切。なぜハマユウをいれたのかを子供に教えてほしい。そして子ど

もたちが説明できるようにしてほしい。 

〇ジャージや体操服について。正式名称と愛称名が決まったので、ジャ

ージのどこに入れるか検討する。 

〇ジャージには「黒島」と愛称である「はまゆう」の文字を入れる。 

※議事録の詳細・このお便りは小学校のホームページに掲載しています。 

■※義務教育学校について御不明な点は黒島小学校まで御遠慮なく 

お問い合わせ下さい。（電話：５６－２００５【担当：木下教頭】） 


